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1.　平成20年１月期第３四半期の業績（平成19年２月１日～平成19年10月31日）

(1) 経営成績 (％表示は対前年同四半期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年１月期第３四半期 4,760 19.2 1,134 50.7 1,139 52.7 658 46.7
19年１月期第３四半期 3,994 ― 752 ― 745 ― 449 ―

19年１月期 5,451 　 1,066 　 1,060 　 634 　
　

　
１株当たり

四半期(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期(当期)純利益
　 円 銭 円 銭

20年１月期第３四半期 13,350 60 ― ―
19年１月期第３四半期 20,241 08 ― ―

19年１月期 27,796 28 ― ―
（注）当社は、平成19年6月1日付で、株式１株につき２株の株式分割をおこなっております。
　　　詳しくは「４．その他」を参照ください。
　　　また、以下の株式数に係わる数値においても「４．その他」をご参照ください。

　
(2) 財政状態 　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年１月期第３四半期 5,244 4,021 76.7 81,462 91

19年１月期第３四半期 4,194 3,264 77.8 132,256 70

19年１月期 4,463 3,448 77.3 139,738 25

　
(3) キャッシュ・フローの状況 　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

20年１月期第３四半期 911 △276 △89 3,050
19年１月期第３四半期 576 △353 982 2,152

19年１月期 937 △359 980 2,504

　

2.　配当の状況

　 １株当たり配当金

(基準日) 第３四半期末

　 円 銭

19年１月期第３四半期 ― ―

20年１月期第３四半期 ― ―

　

3.　平成20年１月期の業績予想（平成19年２月１日～平成20年１月31日）

　 (％表示は、対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通　期 6,275 15.1 1,320 23.8 1,330 25.4 780 23.0 15,802 26
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4.　その他

(1) 四半期財務諸表の作成基準　　　　　　　　　　　　　　：　中間財務諸表作成基準

(2) 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　　：　有

〔(注)　詳細は、13ページ「会計方針の変更」をご覧ください。〕

(3) 会計監査人の関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　無

(4) 発行済株式数（普通株式）

①　期末発行済株式数（自己株を含む）

20年1月期第３四半期 49,364株 19年1月期第３四半期 24,682株 19年１月期 24,682株

②　期末自己株式数

20年1月期第３四半期 4株 19年1月期第３四半期 2株 19年１月期 2株

注 １．１株当たり四半期（当期）純利益の算定の基礎となる株式数については、24ページ「１株当たり情報」をご

覧下さい。

２．当社は、平成19年６月１日付で、株式１株につき２株の株式分割を行っております。

(5）配当の状況

平成19年１月期期末配当金（実績）の内訳は、普通配当3,000円、記念配当500円、合計3,500円であり

ます。

　また、平成20年1月期期末配当金（予想）においては、普通配当のみで3,500円といたします。

　なお、「(4)発行済株式数（普通株式）」のとおり、当社は平成19年６月１日付にて、株式１株につき

２株の株式分割を行っております。

　これにより平成19年１月期期末配当金につき、株式分割に伴う影響額を加味し遡及修正を行った配当額

は、以下のとおりであります。

　 期末配当金 年間配当金

当期配当予想 普通配当 3,500円 普通配当 3,500円

（平成20年1月期） 合計 3,500円 合計 3,500円

＜参考＞ 　 　　 　 　　

前期配当実績 普通配当 1,500円 普通配当 1,500円

（平成19年1月期） 記念配当 250円 記念配当 250円

　 合計 1,750円 合計 1,750円

(6）四半期財務諸表について

当社は、当四半期より四半期財務諸表に係わる「注記事項」を作成しているため、前第３四半期会計期

間末及び前第３四半期会計期間の「注記事項」は記載しておりません。

　

　

　 　 　 　 　

　 ※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 　

　

上記に記載した業績予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したも

のであり、実際は様々な要因によって、予想数値と異なる可能性があります。 

　上記予想に関する事項は、４ページの「３．業績予想に関する定性的情報」をご参照下さい。
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【定性的情報・財務諸表等】

１. 経営成績に関する定性的情報

当第３四半会計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善による設備投資の増加や雇用環境の改善・

個人消費の伸張等により、緩やかな景気の回復が継続しております。

しかし一方で、サブプライムローン問題の深刻化が金融市場での不透明感を強めており、株式・為替市

場の乱高下や信用収縮といった形で顕在化いたしました。

当社の主要な取引先のクレジットカード業界においては、利用範囲の拡大・モバイルクレジットの普及

などにより、市場規模は拡大を続けておりますが、貸金業法改正の影響から、各社とも依然として厳しい

経営環境が続くものと予想されます。

このような環境のもと、当第３四半期当社は引き続き、「小口・無担保」債権の業務代行事業に主眼を

おき、官公庁への新規提携を推進し、好調な売上推移を保つことができました。

また、利益面におきましては、原価及び一般管理費の適正なコスト管理、総合的な債権回収力の強化に

注力し、生産性の高い業務運営に努めました。

特に、中核事業である業務代行事業において、中長期の延滞債権の増加に対して、体制強化等の適切な

対応をおこなった結果、当該債権の回収額の増加及び利益率の向上に結びつけることができました。

当第３四半期の業績は売上高4,760,540千円（前年同期比19.2％増）、営業利益1,134,534千円（前年同

期比50.7％増）、経常利益1,139,263千円（前年同期比52.7％増）、四半期純利益658,985千円（前年同期

比46.7％増）となりました。

　

２．財政状態に関する定性的情報

①財政状態の変動状況

（資産の部）

当第３四半期末における総資産は、5,244,785千円で前事業年度末と比較して781,110千円増加いたしま

した。これは、主に売上規模の拡大等により「売掛金」が119,253千円増加したこと及び「有価証券」が

500,037千円増加したためです。

　

（負債の部）

当第３四半期末における負債合計は、1,223,777千円で前事業年度末と比較して208,841千円増加いたし

ました。これは、主に税引前第３四半期純利益の増加等により「未払法人税等」が66,904千円増加したこ

と及び「賞与引当金」のが80,101千円増加したためです。

　

（純資産の部）

純資産合計は、4,021,008千円で前事業年度末と比較すると、572,269千円増加いたしました。これは、

「利益剰余金」が572,605千円増加したためです
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②キャッシュ・フロー状況

当第３四半期末における「現金及び現金同等物」の残高は、3,050,562千円で前事業年度末と比較して

545,856千円増加いたしました。

当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期末における営業活動により得られた資金は、911,825千円となりました。これは、主に売

上債権の増加が119,253千円並びに法人税等の支払により449,889千円を支出いたしましたが、税引前第３

四半期純利益を1,129,604千円計上したことに加え、減価償却費が251,938千円発生したことによるもので

す。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期末における投資活動の結果、使用した資金は276,417千円となりました。これは、主に新

規提携によるシステム機器等の取得に80,023千円、ソフトウエアの開発に伴う無形固定資産の取得に

141,399千円を使用したことによるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期末において、財務活動により使用した資金は89,551千円となりました。これは、主に配当

金の支払によるものです。

　

３．業績予想に関する定性的情報

平成19年9月13日の「平成20年１月期　中間決算短信（非連結）」で公表いたしました業績予想に変更

はありません。なお、１株当たり予想当期純利益（通期）につきましては、平成19年６月１日を基準日と

した１：２の株式分割を加味した発行済株式数（自己株式を除く）49,360株で算出しております。
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４ 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

　

　 　 前第３四半期会計期間末 当第３四半期会計期間末
前事業年度

要約貸借対照表

　 　 (平成18年10月31日) (平成19年10月31日) (平成19年１月31日)

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 ※１ 　 2,225,951 　 　 1,143,459 　 　 1,069,691 　

　２　売掛金 　 　 694,361 　 　 844,106 　 　 724,852 　

　３　有価証券 　 　 ― 　 　 1,999,795 　 　 1,499,757 　

　４　買取債権 　 　 829 　 　 2,062 　 　 817 　

　５　前払費用 　 　 46,045 　 　 51,937 　 　 24,544 　

　６　繰延税金資産 　 　 107,851 　 　 138,236 　 　 94,671 　

　７　その他 　 　 7,187 　 　 29,245 　 　 23,604 　

　　　貸倒引当金 　 　 △732 　 　 △ 556 　 　 △739 　

　　　流動資産合計 　 　 3,081,494 73.5 　 4,208,285 80.2 　 3,437,200 77.0

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 建物 　 157,478 　 　 178,239 　 　 159,619 　 　

　　　　減価償却累計額 　 △62,798 94,680 　 △ 84,218 94,020 　 △69,266 90,352 　

　　(2) 工具器具備品 　 816,816 　 　 857,358 　 　 820,882 　 　

　　　　減価償却累計額 　 △439,248 377,568 　 △ 559,454 297,903 　 △483,816 337,066 　

　　　有形固定資産合計 　 　 472,248 11.2 　 391,924 7.5 　 427,418 9.6

　２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 （1）ソフトウエア 　 　 421,558 　 　 366,634 　 　 377,457 　

　 （2）電話加入権 　 　 14,082 　 　 14,082 　 　 14,082 　

　　　無形固定資産合計 　 　 435,640 10.4 　 380,716 7.3 　 391,539 8.8

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券 　 　 7,098 　 　 6,003 　 　 7,386 　

　　(2) 繰延税金資産 　 　 81,331 　 　 87,139 　 　 83,178 　

　 （3）長期前払費用 　 　 6,352 　 　 6,080 　 　 6,006 　

　　(4) 差入保証金 　 　 110,613 　 　 154,636 　 　 110,945 　

　　(5) その他 　 　 ― 　 　 10,000 　 　 ― 　

　　　投資その他の資産

　　　合計
　 　 205,396 4.9 　 263,860 5.0 　 207,516 4.6

　　　固定資産合計 　 　 1,113,285 26.5 　 1,036,500 19.8 　 1,026,475 23.0

　　　資産合計 　 　 4,194,779 100.0 　 5,244,785 100.0 　 4,463,675 100.0
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　 　 前第３四半期会計期間末 当第３四半期会計期間末

前事業年度

要約貸借対照表

　 　 (平成18年10月31日) (平成19年10月31日) (平成19年１月31日)

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　未払金 　 　 142,906 　 　 152,173 　 　 179,879 　

　２　未払費用 　 　 125,698 　 　 141,000 　 　 114,108 　

　３　未払法人税等 　 　 129,474 　 　 315,624 　 　 248,719 　

　４　未払消費税等 ※２ 　 35,795 　 　 55,627 　 　 49,484 　

　５　前受金 　 　 37,819 　 　 36,279 　 　 35,951 　

　６　預り金 ※１ 　 82,368 　 　 102,364 　 　 71,932 　

　７　賞与引当金 　 　 167,243 　 　 197,330 　 　 117,228 　

　８　役員賞与引当金 　 　 14,100 　 　 16,199 　 　 ― 　

　　　流動負債合計 　 　 735,405 17.5 　 1,016,599 19.4 　 817,304 18.3

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　長期前受金 　 　 91,012 　 　 84,845 　 　 82,584 　

　２　退職給付引当金 　 　 81,017 　 　 92,354 　 　 88,691 　

　３　役員退職慰労引当金 　 　 22,588 　 　 29,977 　 　 25,694 　

　４　その他 　 　 660 　 　 ― 　 　 660 　

　　　固定負債合計 　 　 195,279 4.7 　 207,177 3.9 　 197,630 4.4

　　　負債合計 　 　 930,684 22.2 　 1,223,777 23.3 　 1,014,935 22.7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 1,053,022 25.1 　 1,053,022 20.1 　 1,053,022 23.6

　２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 資本準備金 　 553,022 　 　 553,022 　 　 553,022 　 　

　　(2) その他資本剰余金 　 2,499 　 　 2,499 　 　 2,499 　 　

　　　　資本剰余金合計 　 　 555,522 13.2 　 555,522 10.6 　 555,522 12.4

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 利益準備金 　 31,000 　 　 31,000 　 　 31,000 　 　

　　(2) その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　別途積立金 　 970,000 　 　 970,000 　 　 970,000 　 　

　　　　繰越利益剰余金 　 656,495 　 　 1,414,065 　 　 841,460 　 　

　　　　利益剰余金合計 　 　 1,657,495 39.5 　 2,415,065 46.0 　 1,842,460 41.3

　４　自己株式 　 　 △162 △0.0 　 △162 △0.0 　 △162 △0.0

　　　株主資本合計 　 　 3,265,877 77.8 　 4,023,448 76.7 　 3,450,842 77.3

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　その他有価証券評価

　　　差額金
　 　 △1,782 △0.0 　 △2,439 △0.0 　 △2,102 △0.0

　　　評価・換算差額等合計 　 　 △1,782 △0.0 　 △2,439 △0.0 　 △2,102 △0.0

　　　純資産合計 　 　 3,264,095 77.8 　 4,021,008 76.7 　 3,448,739 77.3

　　　負債純資産合計 　 　 4,194,779 100.0 　 5,244,785 100.0 　 4,463,675 100.0
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(2) 四半期損益計算書

　

　 　

前第３四半期会計期間

(自　平成18年２月１日 

 至　平成18年10月31日)

当第３四半期会計期間

(自　平成19年２月１日 

 至　平成19年10月31日)

前事業年度

要約損益計算書

(自　平成18年２月１日 

 至　平成19年１月31日)

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)

Ⅰ　売上高 　 　 3,994,735 100.0 　 4,760,540 100.0 　 5,451,738 100.0

Ⅱ　売上原価 ※１ 　 2,771,293 69.4 　 3,051,816 64.1 　 3,750,976 68.8

　　　売上総利益 　 　 1,223,442 30.6 　 1,708,724 35.9 　 1,700,762 31.2

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※１ 　 470,482 11.8 　 574,189 12.1 　 634,598 11.6

　　　営業利益 　 　 752,959 18.8 　 1,134,534 23.8 　 1,066,163 19.6

Ⅳ　営業外収益 　 　 19,244 0.5 　 8,489 0.2 　 21,117 0.4

Ⅴ　営業外費用 　 　 26,248 0.6 　 3,761 0.1 　 26,858 0.5

　　　経常利益 　 　 745,956 18.7 　 1,139,263 23.9 　 1,060,422 19.5

Ⅵ　特別利益 　 　 858 0.0 　 ― ― 　 851 0.0

Ⅶ　特別損失 ※２ 　 14,523 0.4 　 9,658 0.2 　 17,305 0.3

　　　税引前四半期(当期)

　　　純利益
　 　 732,290 18.3 　 1,129,604 23.7 　 1,043,968 19.2

　　　法人税、住民税

　　　及び事業税
　 288,072 　 　 517,914 　 　 403,231 　 　

　　　法人税等調整額 　 △4,952 283,120 7.1 △47,295 470,619 9.9 6,601 409,833 7.6

　　　四半期(当期)純利益 　 　 449,169 11.2 　 658,985 13.8 　 634,134 11.6
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(3) 四半期株主資本等変動計算書

前第３四半期会計期間(自　平成18年２月１日　至　平成18年10月31日)

　

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本

準備金
その他資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益準備金
その他利益剰余金 利益

剰余金
合計別途積立金

繰越利益
剰余金

平成18年１月31日残高(千

円)
531,102 31,102 2,499 33,602 23,000 590,000 674,670 1,287,670 ― 1,852,375

第３四半期会計期間中

の変動額
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 521,920 521,920 ― 521,920 ― ― ― ― ― 1,043,840

　剰余金の配当 ― ― ― ― 8,000 ― △62,705 △54,705 ― △54,705

　利益処分によりる

　役員賞与
― ― ― ― ― ― △24,640 △24,640 ― △24,640

　別途積立金の積立 ― ― ― ― ― 380,000 △380,000 ― ― ―

　四半期純利益 ― ― ― ― ― ― 449,169 449,169 ― 449,169

　自己株式の処分 ― ― ― ― ― ― ― ― △162 △162

株主資本以外の項目の

第３四半期会計期間中

の変動額(純額)

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

第３四半期会計期間中の

変動額合計(千円)
521,920 521,920 ― 521,920 8,000 380,000 △18,175 369,824 △162 1,413,502

平成18年10月31日残高

(千円)
1,053,022 553,022 2,499 555,522 31,000 970,000 656,495 1,657,495 △162 3,265,877

　

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

平成18年１月31日残高(千

円)
1,757 1,757 1,854,132

第３四半期会計期間中の

変動額
　 　 　

　新株の発行 ― ― 1,043,840

　剰余金の配当 ― ― △54,705

　利益処分によりる

　役員賞与
― ― △24,640

　別途積立金の積立 ― ― ―

　第３四半期純利益 ― ― 449,169

　自己株式の処分 ― ― △162

株主資本以外の項目の

第３四半期会計期間中

の変動額(純額)

△3,539 △3,539 △3,539

第３四半期会計期間中の

変動額合計(千円)
△3,539 △3,539 1,409,962

平成18年10月31日残高

(千円)
△1,782 △1,782 3,264,095
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当第３四半期会計期間(自　平成19年２月１日　至　平成19年10月31日)

　

　

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

平成19年１月31日残高(千円) 1,053,022 553,022 2,499 555,522

第3四半期会計期間中の変動額 　 　 　 　

　剰余金の配当 ― ― ― ―

　四半期純利益 ― ― ― ―

　株主資本以外の項目の

　第３四半期会計期間中の

　変動額(純額)

― ― ― ―

第３四半期会計期間中の変動額

合計(千円)
― ― ― ―

平成19年10月31日残高(千円) 1,053,022 553,022 2,499 555,522

　

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

平成19年１月31日残高(千円) 31,000 970,000 841,460 1,842,460 △162 3,450,842

第３四半期会計期間中の変動額 　 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 ― ― △86,380 △86,380 ― △86,380

　四半期純利益 ― ― 658,985 658,985 ― 658,985

　株主資本以外の項目の

　第３四半期会計期間中の

　変動額(純額)

― ― ― ― ― ―

第３四半期会計期間中の変動額

合計(千円)
― ― 572,605 572,605 ― 572,605

平成19年10月31日残高(千円) 31,000 970,000 1,414,065 2,415,065 △162 4,023,448

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

平成19年１月31日残高(千円) △2,102 △2,102 3,448,739

第３四半期会計期間中の変動額 　 　 　

　剰余金の配当 － － △86,380

　四半期純利益 － － 658,985

　株主資本以外の項目の

　第３四半期会計期間中の

　変動額(純額)

△336 △336 △336

第３四半期会計期間中の変動額

合計(千円)
△336 △336 572,269

平成19年10月31日残高(千円) △2,439 △2,439 4,021,008
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前事業年度(自　平成18年２月１日　至　平成19年１月31日)

　

　

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

平成18年１月31日残高(千円) 531,102 31,102 2,499 33,602

事業年度中の変動額 　 　 　 　

　新株の発行 521,920 521,920 ― 521,920

　利益処分による剰余金の配当 ― ― ― ―

　利益処分による役員賞与 ― ― ― ―

　別途積立金の積立 ― ― ― ―

　当期純利益 ― ― ― ―

　自己株式の取得 ― ― ― ―

　株主資本以外の項目の

　事業年度中の変動額(純額)
― ― ― ―

事業年度中の変動額合計(千円) 521,920 521,920 ― 521,920

平成19年１月31日残高(千円) 1,053,022 553,022 2,499 555,522

　

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

平成18年１月31日残高(千円) 23,000 590,000 674,670 1,287,670 ― 1,852,375

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 ― ― ― ― ― 1,043,840

　利益処分による剰余金の配当 8,000 ― △62,705 △54,705 ― △54,705

　利益処分による役員賞与 ― ― △24,640 △24,640 ― △24,640

　別途積立金の積立 ― 380,000 △380,000 ― ― ―

　当期純利益 ― ― 634,134 634,134 ― 634,134

　自己株式の取得 ― ― ― ― △162 △162

　株主資本以外の項目の

　事業年度中の変動額(純額)
― ― ― ― ― ―

事業年度中の変動額合計(千円) 8,000 380,000 166,789 554,789 △162 1,598,467

平成19年１月31日残高(千円) 31,000 970,000 841,460 1,842,460 △162 3,450,842

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

平成18年１月31日残高(千円) 1,757 1,757 1,854,132

事業年度中の変動額 　 　 　

　新株の発行 ― ― 1,043,840

　利益処分よる剰余金の配当 ― ― △54,705

　利益処分よる役員賞与 ― ― △24,640

　別途積立金の積立 ― ― ―

　当期純利益 ― ― 634,134

　自己株式の取得 ― ― △162

　株主資本以外の項目の

　事業年度中の変動額(純額)
△3,859 △3,859 △3,859

事業年度中の変動額

合計(千円)
△3,859 △3,859 1,594,607

平成19年１月31日残高(千円) △2,102 △2,102 3,448,739
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(4) 四半期キャッシュ・フロー計算書

　

　 　 前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間

前事業年度の

要約キャッシュ・

フロー計算書

　 　
(自　平成18年２月１日 

 至　平成18年10月31日)

(自　平成19年２月１日 

 至　平成19年10月31日)

(自　平成18年２月１日 

 至　平成19年１月31日)

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動による

　　キャッシュ・フロー
　 　 　 　

　１　税引前第３四半期(当期)純利益 　 732,290 1,129,604 1,043,968

　２　減価償却費 　 282,559 251,938 381,958

　３　貸倒引当金の増減額 　 △ 1,388 △ 182 △ 1,381

　４　賞与引当金の増減額 　 53,455 80,101 3,440

　５　役員賞与引当金の増減額 　 14,100 16,199 ―

　６　退職給付引当金の増減額 　 22,738 3,663 30,413

　７　役員退職慰労引当金の増減額 　 △ 26,083 4,283 △ 22,977

　８　受取利息及び受取配当金 　 △ 39 △ 7,866 △ 1,698

　９　保険解約返戻金 　 △ 18,567 ― △ 18,567

　10　株式交付費 　 ― 3,761 8,604

　11　固定資産除却損 　 13,795 8,766 17,305

　12　投資有価証券評価損 　 ― 891 ―

　13　売上債権の増減額（△増加） 　 △ 108,640 △ 119,253 △ 139,132

　14　役員賞与の支払額 　 △ 24,640 ― △ 24,640

　15　その他 　 △ 2,089 △ 18,035 19,156

　　　　小計 　 937,490 1,353,872 1,296,449

　16　利息及び配当金の受取額 　 39 7,842 1,698

　17　法人税等の支払額 　 △ 361,063 △ 449,889 △ 361,064

　　　営業活動による

　　　キャッシュ・フロー
　 576,467 911,825 937,083

Ⅱ　投資活動による

　　キャッシュ・フロー
　 　 　 　

　１　有形固定資産の取得による

　　　支出
　 △ 222,419 △ 80,023 △ 225,368

　２　無形固定資産の取得による

　　　支出
　 △ 141,474 △ 141,399 △ 144,274

　３　投資有価証券の取得による

　　　支出
　 △ 279 △ 265 △ 380

　４　投資有価証券の売却による

　　　収入
　 ― 200 ―

　５　差入保証金の差入による

　　　支出
　 △ 2,798 △ 44,415 △ 3,130

　６　差入保証金の解約による

　　　収入
　 1,457 724 1,457

　７　役員保険解約による

　　　収入
　 18,788 ― 18,788

　８　その他 　 △ 6,930 △ 11,238 △ 6,930

　　　投資活動による

　　　キャッシュ・フロー
　 △ 353,655 △ 276,417 △ 359,837
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　 　 前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間

前事業年度の

要約キャッシュ・

フロー計算書

　 　
(自　平成18年２月１日 

 至　平成18年10月31日)

(自　平成19年２月１日 

 至　平成19年10月31日)

(自　平成18年２月１日 

 至　平成19年１月31日)

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅲ　財務活動による

　　キャッシュ・フロー
　 　 　 　

　１　自己株式の取得に関する支出 　 △ 162 ― △ 162

　２　配当金の支払額 　 △ 54,705 △ 85,790 △ 54,705

　３　株式発行による収入 　 1,037,515 ― 1,035,235

　４　株式分割に係る株式交付費 　 ― △ 3,761 ―

　　　財務活動による

　　　キャッシュ・フロー
　 982,647 △ 89,551 980,367

Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額 　 1,205,459 545,855 1,557,613

Ⅴ　現金及び現金同等物の

　　期首残高
　 947,092 2,504,706 947,092

Ⅵ　現金及び現金同等物の

　　第３四半期末(期末)残高
※ 2,152,551 3,050,562 2,504,706
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(5) 注記事項

四半期財務諸表作成の基本となる重要な事項

　

　
項目

　

当第３四半期会計期間
(自　平成19年２月１日
至　平成19年10月31日)

前事業年度
(自　平成18年２月１日
至　平成19年１月31日)

１．有価証券の評価基準及び評価方

　　法

その他有価証券

　時価のあるもの

　当第３四半期決算期末日の市場価

格等に基づく時価法（評価差額は全

部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法または償却原価法

により算定）

その他有価証券

　時価のあるもの

　決算期末日の市場価格等に基づく

時価法（評価差額は全部純資産直入

法により処理し、売却原価は移動平

均法または償却原価法により算定）

　 　時価のないもの

　移動平均法による原価法

　時価のないもの

　同左

２．固定資産の減価償却の方法

　

（１）有形固定資産

　　建物以外

① 平成19年３月31日以前に取得し

   たもの

　旧定率法を採用しております。

　　

② 平成19年４月１日以降に取得し

   たもの

　定率法を採用しております。

　　

 なお、耐用年数及び残存価額につ

いては、法人税法に規定する方法

と同一の基準によっております。

　

（１）有形固定資産

　定率法によっております。

　なお、耐用年数及び残存価額につ

いては、法人税法に規定する方法と

同一の基準によっております。

　
　

　

　 （会計方針の変更）

　法人税法の改正((所得税法等の

一部を改正する法律　平成19年３

月30日法律第６号)及び(法人税法

施行令の一部を改正する政令　平

成19年３月30日政令第83号))に伴

い、平成19年４月１日以降に取得

したものについては、改正後の法

人税法に基づく方法に変更してお

ります。これによる損益に与える

影響は軽微であります。

　

　 （２）無形固定資産

　自社利用ソフトウエアについて

は、社内における利用可能期間

（最長５年）に基づく定額法によ

っております。

（２）無形固定資産

　　同左

　 （３）投資その他の資産

　長期前払費用については定額法

によっております。

　なお、償却年数については、法

人税法に規定する方法と同一の基

準によっております。

（３）投資その他の資産

　　同左

　

３．繰延資産の処理方法

　

―――― 　株式交付費

　支出時に全額費用として処理し

ております。
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項目

　

当第３四半期会計期間
(自　平成19年２月１日
至　平成19年10月31日)

前事業年度
(自　平成18年２月１日
至　平成19年１月31日)

４．引当金の計上基準 （１）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については、個別に回収可能性を

検討し、回収不能見込額を計上して

おります。

（１）貸倒引当金

　　同左

　 （２）賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与の支

払に充てるため、支給見込額に基づ

き計上しております。

（２）賞与引当金

　　同左

　 （３）役員賞与引当金

　役員に対して支給する賞与の支出

に充てるため、支給見込額の当第３

四半期会計期間負担額を計上してお

ります。

――――

　

　

　 （４）退職給付引当金

　従業員に対する退職給付の支出に

備えるため、当期末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に基づ

き、当第３四半期会計期間末におい

て発生していると認められる額を計

上しております。

　過去勤務債務は、その発生時の従

業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数(５年)による定額法により処

理しております。

　数理計算上の差異は、その発生時

の従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数(５年)による定額法によ

り、翌期から費用処理することとし

ております。

（３）退職給付引当金

　従業員に対する退職給付の支出に

備えるため、当期末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に基づ

き計上しております。

　過去勤務債務は、その発生時の従

業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数(５年)による定額法により処

理しております。

　数理計算上の差異は、その発生時

の従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数(５年)による定額法によ

り、翌期から費用処理することとし

ております。

　 （５）役員退職慰労引当金

　役員に対する退職慰労金の支出に

備えるため、内規に基づく当第３四

半期会計期間末要支給額を計上して

おります。

（４）役員退職慰労引当金

　役員に対する退職慰労金の支出に

備えるため、内規に基づく期末要支

給額を計上しております。

　

５．リース取引の処理方法

　

　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められているもの以外のフ

ァイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっております。

　同左

６．四半期キャッシュ・フロー計算

　　書（キャッシュ・フロー計算書

　　）における資金の範囲

　

　手許現金、要求払預金及び取得日

から３ヶ月以内に満期日の到来する

流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動について僅少

なリスクしか負わない短期的な投資

であります。

　同左

　

７．その他四半期財務諸表（財務諸

　　表）作成のための基本となる重

　　要な事項

消費税等の会計処理

　消費税等及び地方消費税の会計処

理は税抜き方式によっております。

　同左
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四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

　

当第３四半期会計期間
(自　平成19年２月１日
至　平成19年10月31日)

前事業年度
(自　平成18年２月１日
至　平成19年１月31日)

――――― （役員賞与の会計処理の変更）

　役員賞与については、従来は利益処分により利益剰余

金の減少として会計処理しておりましたが当事業年度か

ら「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会

　平成17年11月29日　企業会計基準第４号）を適用し、

当事業年度中に確定した役員賞与を未払金に含めて計上

しております。

　この結果、従来の方法に比べて、営業利益、経常利益

及び税引前当期純利益が、20,680千円減少しておりま

す。

――――― （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準）

　当事業年度から「貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12月９

日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の

部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針８

号）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額は

3,448,739千円であります。

　財務諸表等規則の改正により、当事業年度における財

務諸表は、改正後の財務諸表等規則により作成しており

ます。

――――― （自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準等

　の一部改正）

　当事業年度から改正後の「自己株式及び準備金の額の

減少等に関する会計基準」（企業会計基準委員会　最終

改正平成18年８月11日　企業会計基準第１号）及び「自

己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準委員会　最終改正平成18年８月11

日　企業会計基準適用指針第２号）を適用しておりま

す。

　これによる損益に与える影響はありません。

　なお、財務諸表等規則の改正により、当事業年度にお

ける財務諸表は、改正後の財務諸表等規則により作成し

ております。
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注記事項

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成19年10月31日)

前事業年度末
(平成19年１月31日)

※１　債権管理回収業に関する特別措置法（サービサー

法）

規則による行為規制に係わる資産・負債等

当社は、債権管理回収業に関する特別措置法第

十八条第九項、同規則第十四条第一号に規定され

ている分別管理義務を負っております。この規則

は、当社の受託者のために収受した弁済金を当社

の財産と明確に区分せずに保管することが、禁止

されております。

　弁済金には、現金のみならず預金または貯金口

座に対する振込み入金も含まれ、振込口座を当社

の財産口座と同一口座として区分せずに、保管す

ることも禁止されているため、当社は当社財産管

理口座と別に分別管理専用の口座を当社名義で設

けて「現金及び預金」と「預り金」を計上して弁

済金の管理をしております。

　なお、当第３四半期会計期間末における分別管

理に係わる残高は92,691千円となっております。

　

※１　債権管理回収業に関する特別措置法（サービサー

法）

規則による行為規制に係わる資産・負債等

当社は、債権管理回収業に関する特別措置法第

十八条第九項、同規則第十四条第一号に規定され

ている分別管理義務を負っております。この規則

は、当社の受託者のために収受した弁済金を当社

の財産と明確に区分せずに保管することが、禁止

されております。

　弁済金には、現金のみならず預金または貯金口

座に対する振込み入金も含まれ、振込口座を当社

の財産口座と同一口座として区分せずに、保管す

ることも禁止されているため、当社は当社財産管

理口座と別に分別管理専用の口座を当社名義で設

けて「現金及び預金」と「預り金」を計上して弁

済金の管理をしております。

　なお、当事業年度末における分別管理に係わる

残高は64,742千円となっております。

　

※２　消費税等の取扱

仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、

未払消費税等として表示しております。

※２　消費税等の取扱

―――――
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(四半期損益計算書関係)

　

当第３四半期会計期間
(自　平成19年２月１日
至　平成19年10月31日)

前事業年度
(自　平成18年２月１日
至　平成19年１月31日)

※１　減価償却実施額

有形固定資産 110,489千円

無形固定資産 140,285千円

投資その他の資産 1,163千円

※１　減価償却実施額

有形固定資産 189,342千円

無形固定資産 191,691千円

投資その他の資産 924千円

　

※２　特別損失の主な内訳は次のとおりであります。

固定資産除却損 8,766千円
その他 891千円

計 9,658千円

　

※２　特別損失の主な内訳は次のとおりであります。

固定資産除却損 17,305千円
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(四半期株主資本等変動計算書関係)

　

当第３四半期会計期間（自　平成19年２月１日　至　平成19年10月31日）

１　発行株式数に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当第３四半期会計期末

普通株式（株） 24,682 24,682 ――― 49,364

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

　　　株式分割による増加　24,682株

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当第３四半期会計期末

普通株式（株） 2 2 ――― 4

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

　　　株式分割による増加　2株

　

３　配当に関する事項

(１) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年３月15日
普通株式 86,380 3,500 平成19年１月31日 平成19年４月26日

取締役会

（注）１株当たり配当額の内訳は、次のとおりであります。

　　　普通配当　3,000円

　　　記念配当　  500円

　

(２) 基準日が当第３四半期会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間後と

なるもの

       該当事項はありません。
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前事業年度（自　平成18年２月１日　至　平成19年１月31日）

１　発行株式数に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 10,941 13,741 ――― 24,682

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

　　　株式分割による増加　10,941株

　　　新株発行による増加　 2,800株

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） ――― 2 ――― 2

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

　　旧商法第220条ノ６の規定に基づく端株の買取請求による普通株式の取得　2株

　

３　配当に関する事項

(１) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成18年４月28日
普通株式 54,705 5,000 平成18年１月31日 平成18年４月29日

定時株主総会

　

(２) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年３月15日
普通株式 利益剰余金 86,380 3,500 平成19年１月31日 平成19年４月26日

取締役会

（注）１株当たり配当額の内訳は、次のとおりであります。

　　　普通配当　3,000円

　　　記念配当　  500円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期会計期間
(自　平成19年２月１日
至　平成19年10月31日)

前事業年度
(自　平成18年２月１日
至　平成19年１月31日)

※　現金及び現金同等物の当第３四半期会計期末残高

と第３四半期貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

（平成19年10月31日　現在）

現金及び預金 1,143,459千円

有価証券 1,999,795千円

計 3,143,254千円

分別管理預金 △92,691千円

現金及び現金同等物 3,050,562千円

※　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

　

（平成19年１月31日　現在）

現金及び預金 1,069,691千円

有価証券 1,499,757千円

計 2,569,448千円

分別管理預金 △64,742千円

現金及び現金同等物 2,504,706千円
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(リース取引関係)

　

当第３四半期会計期間
(自　平成19年２月１日
至　平成19年10月31日)

前事業年度
(自　平成18年２月１日
至　平成19年１月31日)

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

　①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び第３四半期期末残高相当額

　

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

四半期期末
残高
相当額
(千円)

工具
器具
備品

17,139 15,702 1,437

ソフト
ウエア

1,128 1,034 94

合計 18,268 16,736 1,531

　

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

　①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

　

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

期末
残高
相当額
(千円)

工具
器具
備品

17,139 13,131 4,008

ソフト
ウエア

1,128 864 263

合計 18,268 13,996 4,271

　
　②　未経過リース料第３四半期期末残高相当額

１年以内 1,668 千円

１年超 ―― 千円

合計 1,668 千円

　

　②　未経過リース料期末残高相当額

１年以内 3,908 千円

１年超 676 千円

合計 4,585 千円

　

　③　支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 3,015 千円

減価償却費相当額 2,740 千円

支払利息相当額 97 千円

　

　③　支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 4,020 千円

減価償却費相当額 3,653 千円

支払利息相当額 262 千円

　

　④　減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

　　　・減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法によっております。

　　　・利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額相当額

の差額を利息相当額とし、各期への配分方法に

ついては、利息法によっております。

　④　減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

　　　・減価償却費相当額の算定方法

　同左

　
　　　・利息相当額の算定方法

　同左
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(有価証券関係)

当第３四半期会計期間末（平成19年10月31日）

１　その他有価証券で時価のあるもの

　

区分
取得原価
(千円)

四半期貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

①　株式 10,130 6,003 △ 4,127

②　債券 　 　 　

国債・地方債等 1,999,780 1,999,795 14

計 2,009,911 2,005,798 △ 4,113

　

２　時価評価されていない有価証券

   　その他有価証券

　　　　該当事項はありません。

　

前事業年度末（平成19年１月31日）

１　その他有価証券で時価のあるもの

　

区分
取得原価
(千円)

貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

①　株式 10,732 7,186 △ 3,545

②　債券 　 　 　

国債・地方債等 1,499,745 1,499,757 12

計 1,510,477 1,506,944 △ 3,532

　

２　時価評価されていない有価証券

     その他有価証券

区分
貸借対照表計上額

(千円)

　　非上場株式 200
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(デリバティブ取引関係)

当第３四半期会計期間（自　平成19年２月１日　至　平成19年10月31日）

デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

前事業年度（自　平成18年２月１日　至　平成19年１月31日）

デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当第３四半期会計期間（自　平成19年２月１日　至　平成19年10月31日）

関連会社がないため、該当事項はありません。

　

前事業年度（自　平成18年２月１日　至　平成19年１月31日）

関連会社がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　

当第３四半期会計期間
(自　平成19年２月１日
至　平成19年10月31日)

前事業年度
(自　平成18年２月１日
至　平成19年１月31日)

１株当たり純資産額 81,462円91銭 １株当たり純資産額 139,738円25銭

１株当たり四半期純利益 13,350円60銭 １株当たり当期純利益 27,796円28銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、
潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

当社は、平成19年６月１日付で普通株式１株に対し普通
株式２株の割合で株式分割を行いました。
前期首に当該株式分割が行われたと仮定した場合におけ
る前事業年度の（１株当たり情報）の各数値は以下のと
おりであります。

１株当たり純資産額 69,869円12銭

１株当たり当期純利益 13,898円14銭

当社は、平成18年７月３日付で普通株式１株に対し普通
株式２株の割合で株式分割を行いました。
前期首に当該株式分割が行われたと仮定した場合におけ
る前事業年度の（１株当たり情報）の数値は以下のとお
りであります。

１株当たり純資産額 83,607円19銭

１株当たり当期純利益 23,656円43銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、
潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、
潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)　算定上の基礎

１．１株当たり純資産額

項目 当第３四半期会計期間末 前事業年度末

純資産の部の合計額（千円） 4,021,008 3,448,739

普通株式に帰属しない純資産額（千円）
―――

　
―――

普通株式に係る純資産額（千円） 4,021,008 3,448,739

普通株式の発行済株式数（株） 49,364 24,682

普通株式の自己株式数（株） 4 2

１株当たり純資産の算定に用いられた
普通株式の数（株）

49,360 24,680

　

２．１株当たり四半期（当期）純利益

項目 当第３四半期会計期間 前事業年度

四半期損益計算書（損益計算書）上の
四半期（当期）純利益（千円）

658,985 634,134

普通株式に係わる四半期（当期）
純利益（千円）

658,985 634,134

普通株主に帰属しない金額（千円） ――― ―――

普通株式の期中平均株式数（株） 49,360 22,813

　

　

(重要な後発事象)

　

　　　該当事項はございません。
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(6) 事業部門別売上高

　

事業部門

当第３四半期会計期間 前事業年度

（自　平成19年２月１日 （自　平成18年２月１日

　　至　平成19年10月31日） 　　至　平成19年１月31日）

売上高（千円） 割合（％） 売上高（千円） 割合（％）

業務代行事業 4,120,385 86.5 4,642,134 85.2

リサーチ事業 384,340 8.1 389,316 7.1

バックアップサービス事業 255,814 5.4 420,287 7.7

合計 4,760,540 100.0 5,451,738 100.0
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